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２
月
25
日
、
益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
づ

く
り
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
生
み
の

親
で
あ
る
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
所
長
の
木
原
孝

久
氏
を
お
迎
え
し
、「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

き
っ
か
け
に
ど
の
よ
う
に
住
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体

と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
か
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
近
所
福
祉
活
動
報
告
で
は
、
津
和
野
町
の

木
ノ
口
地
区

か
ら
の
発
表

も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
の

参
考
と
な
る

研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
※
木
ノ
口

地
区
の
活
動

に
つ
い
て
は
、

４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い

ま
す
。）

～ 

支
え
合
い
マ
ッ
プ
か
ら

　は
じ
ま
る
ご
近
所
福
祉
活
動 

～

「支え合いマップづくり」
から「地域づくり」へ
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基本的な運営方針
１　住民主体、地域主体の福祉活動を進めます。

２　その人らしく自立した生活が出来るよう支援します。

３　住民の生活課題に向き合い、共に考え、行動します。

４　津和野町福祉計画と歩調を合わせた活動計画を策定します。

５　津和野町からの受託事業を適正、効率的に運営します。

６　個別支援をもとに地域の生活課題を解決する仕組みづくりを進めます。

事業活動
１. 自主財源事業
　① 福祉推進事業 

　地域福祉を推進する財源は寄付および社協会費です。事業実態を地域の皆さまに知って理解をいただくとともに、

利用がいただけるよう努力します。主な取組み内容は次のとおりです。
● 地域福祉活動の実践（支え合いマップづくり、買い物ツアー、お茶のみサロン）　● 地域福祉活動計画の策定　● ふれあいまつり

● 町民余芸大会　● 俳句サロン　● チャリティー囲碁大会（春夏秋冬塾）　● チャリティーゴルフ大会

● ひとり暮らし高齢者誕生日花束贈呈　● 新生児誕生祝品贈呈　● 地域福祉会助成　● 諸団体助成金交付　● 貸出事業

● 広報誌作成（社協だより）

　② ボランティア活動振興事業 
　地域福祉を推進するために、ボランティア活動は必要で欠かすことのできない事業です。ボランティアセンター

を拠点とし、ボランティア会員の募集を勧めるとともに、各種ボランティア活動の充実・活性化に努めます。なお、

ボランティア参加者の固定化や高齢化などの課題もあるため、だれもが気軽に参加できるよう工夫していきます。

主な取組み内容は次のとおりです。
● ボランティアセンター運営　● 月いちボランティア清掃（津和野地区）　● 災害ボランティアセンター設置・運営

● サマーボランティアスクール　● はがきボランティア　● 収集ボランティア　● 傾聴ボランティア

● しめ縄づくりボランティア支援（津和野地区）

　③ 生活支援事業 
　生活支援については、多種多様なニーズが存在します。町行政をはじめとした関係機関や民生児童委員の方々と、

連携を取りながら対応を図っていきたいと思います。主な取り組み内容は次のとおりです
● 心配ごと相談（明るい生活相談）　● 無料法律相談　● 緊急食糧支援（愛称：フードライン）　● 日常生活自立支援事業

● 法人後見業務　● 生活福祉資金　● 民生融金事業

２. 津和野町受託事業
● 生活困窮者自立支援相談事業　● お達者サロン事業（津和野地区：ふれあいの場、日原地区：地域さんさんサービス）

● 高齢者配食サービス 　● 緊急通報装置業務事業（日原地区）

● 介護予防事業（日原地区）　・ キラキラ体操教室　・ 元気アップ教室　・ 地域運動推進員事業

● 指定管理（津和野町保健福祉センターやまびこ、津和野町福祉センター）

３. 共同募金配分事業
　島根県共同募金会津和野町共同募金委員会の事務局を本会が担っています。 共同募金委員会の赤い羽根共同募金な

どの配分金として、本年度は次の事業を行ないます。

　〈本会が実施する地域福祉活動〉
● 高齢者福祉支援（手づくり弁当贈呈）　● 児童・青少年福祉支援（小学校入学者祝品贈呈）

● 住民全般支援（傾聴ボランティア養成講座、社協だより発行）　● 歳末助け合い募金配分

　〈福祉団体やボランティア団体が実施する地域福祉活動〉
● 津和野町老人クラブ連合会（第９回高齢者福祉大会）　● 津和野地域老人クラブ連合会（第４２回ふれあいスポーツ大会）

● 日原地域老人クラブ連合会（第３６回健康スポーツ大会）　● 津和野町身障者福祉協会連合会（第９回レクスポ交流会）

● だんご座の公演（子どもたちに良いものを見せるための活動）

平成29年度　事業計画
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４. 介護事業
　津和野町内における介護事業については、町行政をはじめ関係事業所は、町民の負託に応えるため、精一杯努力

をされています。現在「要支援者」の方が利用している。「訪問介護」「通所介護」が「新しい介護予防・日常生活

支援総合事業」に移行され、この事業は町予算の事業で行うこととなります。今年度は現行通り行う方針となって

いますが、「要支援者」が今後介護保険の適用から外れ自治体の地域支援事業にシフトすることが決まっています。

町独自のサービスにより元気な時から切れ目のない介護予防を継続することが望まれています。

　介護保険制度が在宅介護の方向性にあっては、本事業が町民の皆さまに益々の負託に応えるものと思っておりま

すので、更に経営改善に努め利用者本位に明るく誠実な対応につとめていきます。また、今後地域の生活支援・介

護予防サービスを行う各事業体と連携を取りながら要支援者についての多様な日常生活支援の充実・強化を図れる

新たな体制作りや、取組みについて行政や各関係機関との連携をさらに密にし検討していきたいと思います。開設

した特定相談支援事業は、今まで町外で支援していた利用者様も徐々に町内へ戻りつつあります。今年度は津和野

初の障がい者施設も開設されます。地元津和野町で元気な生活ができるよう支援して参ります。
● 介護予防支援・居宅介護支援 　● 介護予防訪問介護・訪問介護・居宅介護（障害者総合支援法）

収入の部 支出の部（単位：円） （単位：円）

会　費 3,038,000
善意寄附金 3,590,000
町補助金 45,787,000
県社協受託金 668,000
町受託金 17,970,000
共同募金助成金 2,552,000
貸付事業償還金 375,000
事業収入（利用及び参加料） 4,245,000
介護保険収入 97,839,000
障害福祉サービス等事業 18,957,000
その他の収入 320,000
※社会福祉振興事業積立金取崩収入 3,500,000
拠点・サービス区分間繰入金収入 9,211,000
繰越金 30,145,000

合　　　計 238,197,000

法人運営事業 59,923,000
福祉推進事業 8,205,000
ボランティア振興事業 527,000
心配ごと・法律相談事業 573,000
日常生活自立支援事業 606,000
法人後見事業 603,000
生活福祉資金貸付事業 211,000
生活困窮者自立支援事業 4,570,000
お達者サロン事業 6,760,000
高齢者等配食サービス事業 6,160,000
緊急通報装置業務事業 100,000
保健福祉センター管理事業　　 1,501,000
津和野町福祉センター管理事業　 1,001,000
民生融金貸付事業 2,050,000
共同募金一般募金事業 965,000
歳末たすけあい募金事業 1,700,000
介護保険事業 139,242,000

（内訳）
　居宅介護支援事業 38,938,000
　特定相談支援事業 2,390,000
　介護予防事業 1,428,000
　訪問介護事業 96,486,000
※社会福祉振興事業積立金 3,500,000

合　　　計 238,197,000

※社会福祉振興事業積立金のため積立金取崩し

※本会の積立金は、目的別に社会福祉振興事業積立金・器具
備品整備積立金・臨時損失補てん積立金・車輌運搬具整備
積立金があります。 

平成29年度　一般会計予算
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　１月３１日、島根県庁において平成２８年度しまね流福祉のまちづく
り活動団体知事表彰式が行われ、青原共同会が知事表彰を受賞され
ました。
　青原共同会は、以前より見守りや各種イベント等による地域住民への助け合い活動を実施しておられましたが、「もっ
と住みやすい地域づくり」「地域福祉力を高める」ため、住民アンケートを行い、サロン活動、買い物ツアー、買い物
バスの運行、支え合いマップづくり、福祉としての防獣対策を実施し、その活動の功績が認められ表彰されました。

青原共同会が
しまね流福祉のまちづくり
活動団体知事表彰を受賞！

木ノ口地区 支え合いマップづくり実践報告
～住民の困りごとを住民の助け合いで解決！～

マップづくりをきっかけに、自分の地域について考え、
住みやすい地域づくりを実践！

　現在、津和野町社会福祉協議会では、支え合いマップづくりをきっかけに、住民のみなさんが主体となった地域づ

くりを進めています。

　平成 28年度は、木ノ口地区、内美地区自治会連絡協議会、店屋丁自治会の3地区が支え合いマップづくりを実

践され、地域づくりに取り組まれました。

　今回紹介する木ノ口地区では、支え合いマップづくりをきっかけに、住民の困りごとを住民の力で解決するというす

ばらしい実践が行われました。

①ステップ１ 「支え合いマップづ
くり」
　民生委員を中心に地域の世話焼きさん

が集まりマップづくりを実施。地域の気に

なる人や助け合いの状況をマップに書き込

み、今後の取り組み課題を発見。

②ステップ２ 「定例会の開催」
　マップづくりで出た取り組み課題や気に

なる人への対応などについての話し合いを

月に１回開催。

　
③ステップ３ 「住民の困りごとの

解決に向け、助け合いを実践」
　ゴミの片づけで困っているお宅を訪問し、

住民の力で片付けを行う。
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、相続、成年後見制度などさまざまな問題に弁
護士が助言します。お気軽にご相談下さい。

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

月 日（曜日）

５月 １２日（金） ２６日（金）

６月 ９日（金） ２３日（金）

７月 14日（金） ２８日（金）

８月 ２５日（金）

９月 ８日（金） ２２日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士

５月19日（金） 津和野会場 羽柴弁護士

６月16日（金） 日 原 会 場 谷川弁護士

７月21日（金） 津和野会場 丸亀弁護士

８月18日（金） 日 原 会 場 田中弁護士

９月15日（金） 津和野会場 山本弁護士

月 日（曜日）

５月 １９日（金）

６月 ２日（金） １６日（金）

７月 ７日（金） ２１日（金）

８月 ４日（金） １８日（金）

９月 １日（金） １５日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センターやまびこ
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士：	羽柴法律事務所	 羽柴　貴宏　弁護士
	 谷川法律事務所	 谷川　　円　弁護士
	 石西ひまわり基金法律事務所	 丸亀日出和　弁護士
	 益田ひまわり基金法律事務所	 田中　秀樹　弁護士
	 山陰リーガルクリニック益田事務所	 山本　　尚　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：１３時～１６時（１人３0分です）
※相談は無料です。
※相談には予約が必要です。（電話：７2－1494）

【法律相談】

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　津和野町特定相談支援事業所では、障がい（身体・知的・精神）のある方や、そのご家族の方などの悩みや、お困り
ごとについて、保険・医療・福祉の関係機関と連携し、相談や福祉サービスの利用のお手伝い・情報提供等の支援を行
います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活上のさまざまな問題により困窮状態にある方に対し、地域の中で自立した生活が
送れるよう、一人ひとりに寄り添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
電話　本所：　７４－１６１７　　津和野支所：　７２－１４９４

相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）



6

ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容

５月１３日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ご み 拾 い

６月３日（土） 午前8時～ 9時 嘉 楽 園 ご み 拾 い

７月１日（土） 午前8時～ 9時 津 和 野 駅 ご み 拾 い

８月５日（土） 午前７時～ 8時 乙雄山・先哲墓地 草 刈 り

９月２日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ご み 拾 い

　左記の日程でボランティア清掃活動を
行います。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のまち
をきれいにしましょう。

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰ
Ｏなどの団体へ送付することにより、
福祉活動の資金や発展途上国の救援活
動資金などに役立てられます。また、
書き損じはがきは、新しいはがきと交
換し、「はがきボランティア」に使用されています。ご協力をお願いします。
※収集の際のポイント	 ①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いします。②回収対象は「飲料用のペットボトルキャッ	
	 プ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。
	 ③古切手は、周りを１㎝程度残して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
（3月31日受付分まで） （順不同・敬称略）

宮 藤 常 夫 藤 本 ア サ コ 木 島 啓 一 や む ら ゆ う と
竹 田 眞 一 大 庭 季 余 子 大 羽 キ ミ 子 結 城 ナ ヲ 枝
有 福 タ カ 子 久 保 田　　 豊 藤 井 邦 子 村 上 克 恵
山 内 み さ を 村 上 良 子 水 津 博 吉 大 庭 初 代
水 津 照 子 福 田 和 文 水 津 知 子 大 庭 洋 子
村 上 寛 子 松 原 浩 子 田 村 忠 男 矢 上 孝 子
中 座 自 治 会 ハシモト自動車工業 木 部 公 民 館 橘 井 堂
津和野高校つわぶき寮 コーナン津和野店 ク ラ ブ ヴ イ スタジオセンス
災害復旧推進室 平 和 木 工 脇 本 婦 人 会 水 津 酒 場
津 和 野 町 役 場 島根県農業協同組合西いわみ本部 日 原 公 民 館 斎 藤 教 子
せ せ ら ぎ 星 の 里 倉本林業サービス 匿 名 １ ０ 名

　２月９日、津和野町福祉センターにおいて恒例のチャリ
ティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の冬塾が開催されました。当
日は、町内外から２３名の参加があり、熱戦が繰り広げられ
ました。なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会の収益金４，６７０円は、赤い羽根
共同募金に寄付されます。

【大会結果】 個人戦 優　勝　石村　　司（四段）
準優勝　海老谷　保（七段）
第三位　橋本　正嗣（三段）

第29回  チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流
を
深
め
、よ

り
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う「
ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ

ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
俳
句
を
話
題
に
お
話
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

筆
太
の
新
酒
の
ビ
ラ
や
峡
の
町	

岡
田

　
忠
良
（
後
田
）

農
の
こ
と
何
も
語
ら
ず
卒
業
す	

金
子

　
眞
次
（
耕
田
）

春
闘
に
昔
の
力
な
か
り
け
り	

福
増

　
泰
資
（
後
田
）

友
と
合
ひ
話
す
間
に
初
音
か
な	

世
良

　
德
祐
（
森
村
）

ひ
ら
か
な
や
カ
タ
カ
ナ
の
あ
り
種
袋	

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
森
村
）

さ
ざ
波
の
色
ひ
ろ
が
り
て
春
立
て
り	

上
山

　
純
子
（
高
峯
）

這
ひ
這
ひ
の
児
を
抱
き
あ
ぐ
る
雛
の
前	

大
庭
　
南
子
（
池
村
）

団体戦 優　勝　日原チーム
　先鋒：橋本　正嗣（三段）
　中堅：村上健一郎（六段）
　大将：安見　隆義（六段）
準優勝　虎チーム
　先鋒：安田　　驍（三段）
　中堅：佐々木喜次（四段）
　大将：木村　昇治（四段）



１．総合事業の実施によって私たちのサービスはどのよ
うに変わるの？

２．「基本的には変わらない」のに総合事業を実施する
必要はあるの？

Ａ．総合事業は、ヘルパーさんやデイサービスといったサービスの実施基準の
緩和を目的にしたものではないからです。

　総合事業の実施、展開を通じて地域を支える仕組みを作ることが求められ

ているからです。

７

はつらつ介護保険 　このコーナーでは、介護保険
の制度やサービスについて、分
かりやすく説明します。

Ｑ１．サービスが変わる
の？

Ｑ２．利用する費用が変
わるの？

Q３．ケアマネジメントの
 方法が変わるの？

Ｑ4．事業者との契約は
 どうなるの？

Ｑ５．要支援認定の方法
はどうなるの？

　２０２５年には、団塊の世代が７５歳を迎えるなど高齢化が進展していく中、要支援者等の多様な生活支
援ニーズに地域全体で応えていくため、介護保険制度が改正され、新しい総合事業を市町村が実施するこ
とになり、津和野町は平成２９年４月より実施されます。
　新しい総合事業は、介護予防・生活支援サービス事業と一般介護予防事業からなります。「介護予防・日
常生活支援総合事業」は、市町村が中心となって、地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、
多様なサービスを充実することにより、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的
かつ効率的な支援等を可能とすることを目指すものです。介護予防・日常生活支援総合事業では、従来の
「サービス提供の仕組みづくり」にとどまらず、制度を活用して「地域での支え合い体制づくり」を進めるも
のとなります。

Ａ１．基本的には変わりません。ただ
し、ヘルパーとデイサービスは新たに専

門職以外の方によるサービスの提供も

始まります。

Ａ２．基本的には変わりません。１回
当たりの支払い方式に変更することで、

負担が軽減する場合もあります。

Ａ４．現在、介護予防訪問介護や介護
予防通所介護を利用している方は、利

用に係る契約の変更が必要です。

Ａ５．基本的には変わりません。今ま
で通りの認定方式に加えて、基本チェッ

クリストにてサービスが利用できる場合

があります。

Ａ３．基本的には変わりません。

ステップ 14．「介護予防・日常生活支援総合事業が始まります！」
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青
木
　
重
之
　
様
（
東
京
都
）

（
故
　
青
木
　
政
雄
　
様
）

　
斎
藤
　
治
登
志
　
様
（
内
美
）

（
故
　
斎
藤
　
美
穂
　
様
）

　
堀
　
　
正
義
　
様
（
町
田
）

（
故
　
堀
　
　
幸
子
　
様
）

　
石
川
　
勘
次
郎
　
様
（
商
人
）

（
故
　
石
川
　
武
雄
　
様
）

　
青
木
　
郁
夫
　
様
（
寺
田
）

（
故
　
青
木
　
一
郎
　
様
）

　
津
野
　
秀
文
　
様
（
森
村
）

（
故
　
津
野
　
良
雄
　
様
）

　
吉
岡
　
佳
子
　
様
（
鷲
原
）

（
故
　
岸
田
　
千
代
江
　
様
）

（
一
般
寄
付
）

　
宝
泉
寺
さ
ら
の
会
　
様
（
河
村
）

　
直
地
旅
行
会
　
様
（
直
地
）

　
津
和
野
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
　
様（
後
田
）

　
匿
名
１
名

（
物
品
寄
付
）

　
斎
藤
　
美
代
子
　
様
（
内
美
）

　
　
　
　
食
糧
品（
緊
急
食
糧
支
援
事
業
へ
）

　
匿
名
２
名

　
　
　
　
食
糧
品（
緊
急
食
糧
支
援
事
業
へ
）

（
香
典
返
し
）

　
井
筒
　
梅
子
　
様
（
青
原
）

（
故
　
井
筒
　
福
人
　
様
）

　
石
川
　
英
子
　
様
（
池
村
）

（
故
　
石
川
　
喜
義
　
様
）

　
水
津
　
檮
行
　
様
（
枕
瀬
）

（
故
　
水
津
　
清
子
　
様
）

　
内
谷
　
建
一
　
様
（
相
撲
ヶ
原
）

（
故
　
内
谷
　
文
子
　
様
）

　
神
藤
　
龍
之
助
　
様
（
左
鐙
）

（
故
　
神
藤
　
ハ
ツ
ノ
　
様
）

（
見
舞
返
し
）

　
村
上
　
敦
子
　
様
（
須
川
）

　
石
川
　
八
重
野
　
様
（
枕
瀬
）

（
一
般
寄
付
）

　
善
正
寺
仏
教
婦
人
会
　
様
（
青
原
）

（
物
品
寄
付
）

　
水
津
　
多
喜
子
　
様
（
日
原
）

　
　
　
　
食
糧
品（
緊
急
食
糧
支
援
事
業
へ
）

　
岸
田
　
和
子
　
様
（
枕
瀬
）

　
　
　
　
食
糧
品（
緊
急
食
糧
支
援
事
業
へ
）

　
石
川
　
　
学
　
様
（
枕
瀬
）

　
　
　
　
食
糧
品（
緊
急
食
糧
支
援
事
業
へ
）

（
香
典
返
し
）

　
吉
松
　
博
和
　
様
（
部
栄
）

	

（
故
　
吉
松
　
シ
ナ
ヨ
　
様
）

　皆
様
の
ご
厚
意
は
社
会
福
祉
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　発
行
の
都
合
に
よ
り
掲
載
時
期
が

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
3
月
31
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

平成２８年度　共同募金実績報告
　昨年の１０月１日から１２月３１日の期間中に町民のみなさまをはじめ、各団体、
小、中学校から心温まる募金をいただきました。
　集まった募金は、津和野町老人クラブの健康づくりや世代間の交流事業への助
成、津和野町身障者福祉協会連合会のスポーツレクリエーション事業への助成、青
少年育成を目的とした子どもたちへの人形劇公演事業への助成、その他、高齢者へ
の手作り弁当贈呈事業などに使われます。
　歳末たすけあい募金については、歳末見舞金として対象世帯へお届けしました。
　みなさま、ご協力ありがとうございました。

募 金 方 法 赤い羽根共同募金（一般募金） 歳末たすけあい募金

戸 別 募 金 2,175 件 1,657,000 円 2,163 件 1,450,800 円

街 頭 募 金 8 件 105,065 円 0 件 0 円

法 人 募 金 2 件 1,688 円 0 件 0 円

学 校 募 金 4 件 27,360 円 0 件 0 円

職 域 募 金 8 件 34,067 円 0 件 0 円

イ ベ ン ト 募 金 2 件 53,962 円 5 件 154,093 円

個 人 募 金 3 件 47,610 円 1 件 10,000 円

そ の 他 の 募 金 40 件 55,968 円 2 件 48,734 円

合　　　　計 2,242 件 1,982,720 円 2,171 件 1,663,627 円

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付


